














































































































































⑶　ここでの分類は、現時点（2012 年 12 月）段階の便宜的なものである。また書簡の正確な数につい
ても、今後の研究によって、若干変動する可能性があることを予め付言しておく。
⑷　別の住所の書簡も一部ある。恐らく仮釈放された後の住所であろう。























⑾　前掲『立教小学校十年史』、85 頁。なお現在（2012 年 12 月）、これら揮毫は、資料センターにおい
て 11 点確認されている。
⑿　有賀自身は、スガモを訪問した目的は、戦犯たちの「慰問」であったと書き残している（同上、98
頁、104 頁）。有賀の意図については、より深く検討する必要があろう。
⑻
